
本
連
合
会
は
、
十
月
十
一
日
の

協
会
長
・
事
務
局
長
会
議
以
降
、

十
一
月
十
三
日
に
東
京
・
市
ヶ
谷

の
私
学
会
館
で
第
四
回
常
任
理
事

会
を
開
催
し
、
当
面
す
る
平
成
二

十
五
年
度
私
学
関
係
政
府
予
算
対

策
等
を
協
議
し
た
。
そ
の
時
点
で

は
、
仮
に
衆
議
院
が
年
内
に
解
散

さ
れ
た
場
合
で
も
、
文
部
科
学
省

の
来
年
度
私
立
高
校
等
関
係
概
算

要
求
の
満
額
実
現
等
を
淡
々
と
政

府
、
与
党
に
要
望
し
て
い
く
こ
と

に
し
て
い
た
が
、
そ
の
後
、
急
転

直
下
、
十
二
月
十
六
日
に
衆
議
院

議
員
総
選
挙
が
行
わ
れ
る
こ
と
が

決
ま
る
な
ど
、
政
治
情
勢
が
極
め

て
流
動
的
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

十
二
月
四
日
に
予
定
し
て
い
た
、

私
学
会
館
で
の
常
任
理
事
会
、
理

事
・
評
議
員
・
監
事
・
事
務
局
長

会
議
、
東
京
・
日
比
谷
公
会
堂
で

の
私
学
振
興
全
国
大
会
の
開
催
を

見
送
る
こ
と
を
決
め
、
十
二
月
末

現
在
、
十
二
月
二
十
六
日
に
発
足

し
た
安
倍
晋
三
内
閣
の
来
年
度
予

算
編
成
を
め
ぐ
る
動
向
を
注
視
し

て
い
る
段
階
。
安
倍
内
閣
で
は
民

主
党
政
権
が
ま
と
め
た
来
年
度
概

算
要
求
を
見
直
す
方
針
。

十
一
月
十
三
日
の
第
四
回
常
任

理
事
会
で
は
、
平
成
二
十
五
年
度

政
府
予
算
に
向
け
、
私
立
高
等
学

校
等
経
常
費
助
成
費
等
補
助
の
概

算
要
求
の
満
額
実
現
や
、
国
公
立

学
校
と
同
水
準
の
耐
震
化
支
援
事

業
の
実
現
、
就
学
支
援
金
制
度
の

改
善
等
を
柱
と
す
る
予
算
・
税
制

に
関
す
る
重
点
要
望
事
項
や
、
私

学
振
興
全
国
大
会
の
運
営
方
針
な

ど
を
再
確
認
し
て
い
た
。
ま
た
、

部
会
・
委
員
会
報
告
で
は
、
教
育

制
度
委
員
会
か
ら
中
央
教
育
審
議

会
高
等
学
校
教
育
部
会
で
審
議
さ

れ
て
い
る
高
校
教
育
の
「
コ
ア
」

や
、
質
保
証
と
し
て
の
共
通
テ
ス

ト
な
ど
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
た
。

こ
の
問
題
に
関
し
て
は
、
十
一
月

十
九
日
の
同
部
会
の
審
議
も
参
考

に
し
、
十
一
月
二
十
九
日
に
開
く

本
連
合
会
教
育
制
度
委
員
会
で
改

め
て
詳
細
に
検
討
す
る
予
定
な
ど

が
報
告
さ
れ
た
。
私
学
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
基
金
に
関
し
て
は
、
所
管
す

る
総
務
広
報
委
員
会
か
ら
、
同
基

金
の
運
営
規
則
改
正
案
が
提
案
さ

れ
、
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。
ま

た
、
八
月
の
集
中
豪
雨
で
体
育
館

等
に
大
き
な
被
害
を
受
け
た
寝
屋

川
市
の
同
志
社
香
里
中
学
・
高
校

か
ら
災
害
見
舞
金
の
申
請
が
提
出

さ
れ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
、
日
程

的
に
開
催
が
困
難
で
あ
っ
た
同
委

員
会
に
代
わ
り
運
営
役
員
会
で
審

議
さ
れ
た
見
舞
金
額
が
提
案
、
承

認
さ
れ
た
。

こ
の
ほ
か
日
本
私
学
教
育
研
究

所
か
ら
十
月
に
実
施
さ
れ
た
第
六

十
回
全
国
私
学
教
育
研
究
集
会
岩

手
大
会
に
は
全
国
か
ら
五
百
一
人

が
参
加
し
た
こ
と
、
二
十
五
年
度

の
第
六
十
一
回
大
阪
大
会
は
大
阪

市
の
シ
ェ
ラ
ト
ン
都
ホ
テ
ル
大
阪

を
主
会
場
に
開
か
れ
る
こ
と
な
ど

が
報
告
さ
れ
た
。

第
四
十
六
回
衆
議
院
議
員
総
選

挙
の
結
果
を
受
け
て
、
十
二
月
二

十
六
日
、
第
二
次
安
倍
晋
三
内
閣

が
発
足
し
た
。
約

三
年
三
カ
月
ぶ
り

の
自
由
民
主
党
と

公
明
党
に
よ
る
連
立
政
権
。
教
育

重
視
の
方
針
を
掲
げ
る
安
倍
内
閣

の
文
部
科
学
大
臣
に
は
、
自
由
民

主
党
で
教
育
再
生
実
行
本
部
長
を

務
め
て
い
た
下
村
博
文
・
衆
議
院

議
員
（
東
京
十
一
区
）
が
就
任
し

た
。
下
村
大
臣
は
就
任
時
の
記
者

会
見
で
平
成
二
十
六
年
度
以
降
、

高
校
授
業
料
無
償
化
政
策
に
所
得

制
限
を
設
け
、
そ
の
財
源
を
給
付

型
奨
学
金
創
設
や
公
私
間
格
差
解

消
に
充
て
る
考
え
を
明
ら
か
に
し

た
。
ま
た
、
文
部

科
学
副
大
臣
に
は

福
井
照
・
衆
議
院

議
員（
自
由
民
主
党
、
高
知
一
区
）

と
谷
川
弥
一
・
衆
議

院

議

員

（
同
、
長
崎
三
区
）
が
、
大
臣
政

務
官
に
は
丹
羽
秀
樹
・
衆
議
院
議

員
（
同
、
愛
知
六
区
）
と
義
家
弘

介
・
衆
議
院
議
員
（
同
、
神
奈
川

十
六
区
）
が
そ
れ
ぞ
れ
就
任
し

た
。
さ
ら
に
、
財
務
大
臣
に
は
麻

生
太
郎
・
元
総
理
が
、
地
方
交
付

税
措
置
を
所
管
す
る
総
務
大
臣
に

は
新
藤
義
孝
・
衆
議

院

議

員

（
同
、
埼
玉
二
区
）が
就
任
し
た
。
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公
私
協
の
審
議
状
況
等
で
情
報
交
換

各
地
区
の
代
表
が
現
状
報
告

授
業
料
軽
減

補
助
充
実
で

公
私
の
収
容
比
率
に
変
化
も

本
連
合
会
は
、
十
一
月
二
十
九

日
、
東
京
・
市
ヶ
谷
の
私
学
会
館

で
「
平
成
二
十
四
年
度
全
国
生
徒

収
容
対
策
会
議
」
を
開
い
た
。

こ
の
会
議
は
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の

都
道
府
県
に
設
置
さ
れ
、
都
道
府

県
私
学
協
会
（
私
立
高
校
）
と
都

道
府
県
教
育
委
員
会
（
公
立
高
校
）

が
次
年
度
以
降
の
生
徒
受
け
入
れ

分
担
等
を
話
し
合
う
「
公
私
立
高

等
学
校
協
議
会
」
に
関
し
て
両
者

間
の
審
議
状
況
や
、
生
徒
募
集
を

め
ぐ
る
課
題
へ
の
私
学
側
の
対
応

状
況
等
に
つ
い
て
各
都
道
府
県
私

学
団
体
代
表
者
ら
が
情
報
交
換
・

協
議
す
る
、
毎
年
一
回
の
会
議
。

今
年
は
、
北
海
道
・
東
北
地
区

を
代
表
し
て
宮
城
県
が
、
関
東
・

東
京
地
区
で
は
千
葉
県
が
、
中
部

地
区
で
は
三
重
県
が
、
近
畿
地
区

で
は
京
都
府
が
、
中
国
・
四
国
地

区
で
は
山
口
県
が
、
九
州
地
区
で

は
佐
賀
県
が
そ
れ
ぞ
れ
生
徒
募
集

を
め
ぐ
る
現
状
や
当
面
し
て
い
る

課
題
等
を
報
告
し
、
関
東
・
近
畿

地
区
は
そ
れ
以
外
の
府
県
か
ら
補

完
し
て
報
告
が
行
わ
れ
た
。

最
後
に
長
塚
篤
夫
・
生
徒
収
容

委
員
長
は
、
公
私
間
の
収
容
問
題

に
大
き
な
地
殻
変
動
が
起
き
始
め

て
い
る
こ
と
、
そ
れ
は
、
①
公
私

の
収
容
が
競
争
の
原
理
の
中
に
さ

ら
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
②
学
力
重

視
で
公
立
高
校
の
入
試
制
度
改
革

が
行
わ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
、
③
公

立
中
高
一
貫
校
が
制
度
化
さ
れ
増

加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
収

容
数
を
、
従
来
の
公
私
収
容
比
率

の
策
定
に
反
映
す
べ
き
こ
と
と
総

括
し
、
こ
れ
に
関
連
し
て
公
立
中

高
一
貫
校
の
適
性
検
査
と
称
す
る

学
力
検
査
が
法
令
違
反
で
あ
る
と

の
中
高
連
の
主
張
は
継
続
す
べ
き

で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
出
張
入
試

に
お
い
て
は
、
各
都
道
府
県
の
入

試
期
日
等
の
取
り
決
め
を
尊
重
す

べ
き
で
あ
る
と
述
べ
た
。

そ
の
う
ち
宮
城
県
か
ら
は
、
県

立
高
校
が
来
年
三
月
の
入
試
か
ら

制
度
を
大
幅
に
変
更
し
、
推
薦
入

学
を
止
め
、
学
力
検
査
を
二
回
実

施
、
選
抜
時
期
も
早
め
る

こ
と
に
つ
い
て
、
私
学
側

か
ら
再
考
を
要
請
し
た

が
、
受
け
入
れ
ら
れ
ず
、

私
学
側
も
や
む
な
く
入
試

日
程
の
早
期
化
や
入
試
回

数
の
増
加
等
変
更
を
行
う

こ
と
に
な
り
、
中
学
校
教

育
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ

る
こ
と
な
ど
が
報
告
さ
れ

た
。ま

た
、
千
葉
県
か
ら
は
、

県
が
高
校
教
育
の
基
本
計
画
を
立

て
て
私
学
教
育
の
充
実
を
謳
っ
て

い
る
も
の
の
、
私
立
高
校
の
半
数

以
上
は
定
員
を
確
保
で
き
な
い
状

況
で
、
か
つ
て
生
徒
急
増
期
に
私

立
高
校
が
生
徒
受
け
入
れ
に
協
力

し
て
き
た
こ
と
を
説
明
し
、
公
立

高
校
の
規
模
の
適
正
化
、
適
正
配

置
、
公
私
の
共
存
共
栄
を
要
請
し

て
い
る
こ
と
な
ど
が
報
告
さ
れ

た
。関

連
し
て
神
奈
川
県
か
ら
は
公

立
高
校
が
前
期
、
後
期
試
験
を
一

本
化
、
学
科
一
日
、
面
接
等
二
日

の
計
三
日
間
入
学
者
選
抜
を
行
う

な
ど
の
情
勢
が
報
告
さ
れ
た
。

三
重
県
か
ら
は
、
生
徒
減
少
期

の
中
で
公
私
の
生
徒
受
け
入
れ
比

率
、
概
ね
八
対
二
の
下
で
は
、
私

立
高
校
の
受
け
入
れ
分
担
が
一
定

数
以
下
と
な
れ
ば
経
営
が
成
り
立

た
な
い
こ
と
、
そ
の
た
め
県
勢
の

同
程
度
の
県
を
参
考
に
、
七
対
三

を
視
野
に
県
へ
の
働
き
か
け
の
戦

略
を
見
直
し
つ
つ
あ
る
こ
と
、
知

事
が
交
代
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け

に
知
事
に
対
す
る
実
情
説
明
等
を

充
実
し
て
い
く
方
針
な
ど
が
説
明

さ
れ
た
。

京
都
府
か
ら
は
、
国
の
高
校
就

学
支
援
金
と
府
独
自
の
補
助
金
で

年
収
五
百
万
円
以
下
の
世
帯
の
私

立
高
校
生
に
つ
い
て
授
業
料
が
無

償
化
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
受
験
志

向
が
公
立
か
ら
私
立
へ
と
い
う
流

れ
に
変
わ
り
、
今
春
の
入
学
者
で

は
外
部
入
学
定
員
に
対
し
て
外
部

入
学
者
数
が
十
五
年
ぶ
り
に
プ
ラ

ス
に
転
じ
た
こ
と
、
そ
の
た
め
公

立
高
校
が
大
幅
な
入
試
制
度
の
見

直
し
予
定
を
発
表
、
私
立
高
校
側

も
入
試
日
程
を
早
め
る
な
ど
の
変

更
を
行
う
が
、
中
学
校
教
育
へ
の

影
響
に
つ
い
て
は
心
苦
し
い
な
ど

と
報
告
さ
れ
た
。
大
阪
府
か
ら

は
、
府
立
高
校
が
な
か
な
か
来
年

度
の
募
集
定
員
を
明
ら
か
に
し
て

く
れ
な
い
こ
と
、
橋
下
知
事
時
代

に
始
ま
っ
た
転
学
制
度
で
は
一
人

の
生
徒
が
高
校
三
年
間
に
最
高
七

回
の
転
学
の
機
会
を
持
て
る
こ
と

な
ど
が
報
告
さ
れ
、
そ
の
制
度
に

関
し
て
は
追
跡
調
査
を
行
い
な
が

ら
制
度
の
改
善
を
目
指
し
て
い
く

方
針
が
説
明
さ
れ
た
。
公
立
高
校

は
、
三
年
続
け
て
定
員
割
れ
し
た

場
合
、
統
廃
合
の
対
象
と
な
る

が
、
撤
退
の
ル
ー
ル
の
明
確
化
が

必
要
な
こ
と
、
公
立
は
定
員
割
れ

を
恐
れ
て
か
、
募
集
人
員
を
減
ら

し
て
き
て
い
る
こ
と
な
ど
が
報
告

さ
れ
た
。

山
口
県
か
ら
は
、
平
成
二
十
七

年
度
以
降
、
大
幅
に
中
卒
者
が
減

少
す
る
こ
と
か
ら
、
公
私
と
も
定

員
策
定
に
苦
慮
し
て
い
る
こ
と
、

現
行
の
収
容
比
率
で
は
私
立
の
経

営
が
成
り
立
た
な
い
こ
と
が
危
惧

さ
れ
、
見
直
し
を
要
望
し
て
い
る

こ
と
や
、
公
立
高
校
の
二
次
募
集

の
中
止
を
要
望
し
て
い
る
こ
と
が

報
告
さ
れ
た
。

佐
賀
県
か
ら
は
、
昭
和
六
十
年

以
降
、
公
私
収
容
比
率
八
対
二
が

策
定
さ
れ
、
以
降
、
原
則
五
年
毎

の
見
直
し
を
経
て
現
行
七
六
対
二

四
で
確
認
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
公

立
の
二
次
募
集
の
廃
止
を
要
望
し

て
い
る
こ
と
や
、
公
立
で
は
二
十

五
年
度
入
学
生
か
ら
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
の
導
入
が
決
定
し
て
い
る
た

め
、
私
学
と
し
て
も
対
策
を
検
討

し
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

平
成
２４
年
度
全
国
生
徒
収
容
対
策
会
議
を
開
催

生徒収容問題を担当する調査研究

部会の實吉幹夫部会長（中央）

（２）平成２４年１２月３１日私 学 時 報（第三種郵便物認可）第１２１７号



『
２４
年
度
公
私
立
高
等
学
校
協
議
会

に
関
す
る
諸
問
題
の
調
査
報
告
』（
中
間

報
告

）

本
連
合
会
が
ま
と
め
る

本
連
合
会
は
十
一
月
二
十
九

日
、『
平
成
二
十
四
年
度
公
私
立

高
等
学
校
協
議
会
に
関
す
る
諸
問

題
の
調
査
報
告
』（
中
間
報
告
）を

ま
と
め
た
。

こ
の
調
査
は
、
毎
年
、
都
道
府

県
の
公
私
立
高
等
学
校
協
議
会
の

開
催
状
況
や
協
議
内
容
、
公
私
立

高
校
の
公
私
収
容
比
率
、
次
年
度

の
公
私
立
高
校
の
入
学
者
選
抜
の

変
更
・
動
向
、
公
私
立
高
校
（
全

日
制
・
定
時
制
）
の
入
学
状
況
等

に
つ
い
て
調
べ
て
い
る
も
の
で
、

今
回
ま
と
ま
っ
た
の
は
二
十
四
年

度
版
の
中
間
報
告
。
確
定
版
は
二

月
を
目
途
に
印
刷
し
、
関
係
先
に

配
布
す
る
予
定
。

中
間
報
告
を
概
観
す
る
と
、
大

半
の
県
で
は
教
委
と
私
学
協
会
間

で
生
徒
収
容
比
率
を
定
め
て
い
る

が
、
公
私
比
率
を
定
め
な
い
傾
向

が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い

る
。
就
学
人
口
が
減
少
す
る
中
で

受
け
入
れ
比
率
に
縛
ら
れ
て
は
経

営
が
成
り
立
つ
生
徒
数
の
確
保
が

将
来
難
し
く
な
る
と
の
事
情
な
ど

か
ら
だ
。
公
立
高
校
は
年
々
、
生

徒
数
確
保
、
学
力
の
高
い
生
徒
の

確
保
に
積
極
的
に
取
り
組
む
傾
向

を
強
め
て
い
る
。
例
え
ば
学
区
の

規
模
を
広
げ
る
動
き
は
依
然
続
い

て
お
り
、
ま
た
、
推
薦
入
学
制
度

を
止
め
て
学
力
検
査
実
施
に
移
行

す
る
と
い
っ
た
傾
向
が
見
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
来
春
の
公
立
中
高
一
貫

教
育
校
の
入
学
者
選
抜
に
関
し
て

は
、
年
明
け
一
月
下
旬
前
後
に
合

格
発
表
が
あ
る
た
め
、
中
間
報
告

の
時
点
で
は
志
願
倍
率
等
は
不
明

だ
が
、
大
部
分
の
公
立
一
貫
校
で

は
適
性
検
査
と
称
す
る
学
力
試
験

を
実
施
し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、

下
表
は
、
道
府
県
の
公
私
立
高
等

学
校
協
議
会
で
課
題
や
私
学
協
会

が
生
徒
募
集
を
巡
っ
て
懸
念
し
て

い
る
事
項
等
を
ま
と
め
た
も
の

（
回
答
県
の
み
）。
公
私
比
率
や

公
立
高
校
の
入
試
改
革
等
が
大
き

な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

平成２４年度公私立高等学校協議会等での課題及び私学側懸案事項
都道府県 課題及び私学側懸案事項
北海道 公立高校の２次募集による私立高校合格者の辞退防止対策

青 森 公私比率７５：２５の計画となっているが、実績は公高私低となってい
て、計画値が実績値となることが課題

宮 城

平成２５年度より公立高校の前期選抜日程が２／１に設定されたため、
長年２月上旬（特に２／１）は私立高校の一般入試を実施してきたが、
入試日をその前に設定した。今後曜日の関係で私立高校の一般入試日
の設定が大変難しくなる。

秋 田 ①公立協議会を機能させること（公立の一方的な報告の場、今年度初
めて事前協議に加わった。）②定員についての実質的な協議を要求

山 形 ①生徒数減少に伴う公私立高校の収容定員の在り方 ②入学定員にお
ける東日本大震災被災地から移住の生徒の取扱い

福 島

①募集定員中に高校進学予測数を上回る空き定員が有り、これが私学
の中で募集定員充足率が下がる学校が出る主要因であると問題視して
いる。②東日本大震災後、公私立高等学校協議会の準備会及び本会議
が開催されなくなり、教育長との協議の場がなくなったことから、文
書等で開催を要請したが、見通しが立っていない。

新 潟 公立高校の一般推薦選抜廃止のアドバルーン記事が新聞に掲載され
た。具体的な計画の公表はいつか。

群 馬 ①公私比率の見直し②公立高校合格者発表の早期化
埼 玉 公私比率とその算定方法

千 葉

平成１２年３月の「高等学校生徒募集に係る基本方針」を７月の本会議
で現状に合わせ協議の上、変更を行った。公立高校の募集定員の遵守
と、適正規模・適正配置を強く申し入れた。公私協本会議・幹事会・
公私話し合い会を通じ相互理解を深める方策を今度とも継続実施する
ことを強く要望した。

神奈川

①平成２５年度公私立全日制高等学校の入学定員計画については、平成
２２年度選抜より公立６割、私立その他４割の率による定員計画を策定
してきたが、全日制入学者の低下や定時制の不本意入学の増加等によ
り、これまでの率による定員計画の経過を勘案し、公私自らの責任に
おいて実現を目指す入学定員の目標を設定することで合意した。これ
により私学はより一層の入学生徒受入拡大の努力が求められる。

富 山

現在、公私連絡協議会において、平成２６年度以降の公私比率が協議さ
れており、私学側としては、これまでの比率策定に考慮されていない
ものとして、①就職者の１／２、②高校へ進学しなかった者（専修学
校進学、就職者を除く）③県外流出・流入（流入より流出が上回る）
があり、このことが私学側の定員割れの要因の一つと考えられるた
め、これらの実績について十分議論して、公私比率に反映するよう引
き続き粘り強く協議していく必要がある。

石 川 公私募集定員比率７：３への移行

山 梨 長期的展望に基づいた公私比率の策定について検討中であるが、十分
な議論に至っていない。

岐 阜 公立の平成２５年度からの入試制度改革に伴う「第二次選抜」制度の私
学への影響

愛 知
平成２４年度の私立高校の募集数に対し欠員２，２０３人（２３年度は２，０２３
人）が生じた。この欠員解消問題は私学側の努力だけでは解決が難し
いことから、方策について公私で検討を重ねている。

三 重 公私比率８：２から脱却しているが、中学校卒業者減少に伴い、私学
側も相応の募集定員減を余儀なくされている。

滋 賀 県立中高の入試選抜制度 ＊回答県のみ

都道府県 課題及び私学側懸案事項

京 都 ①府立高校入試制度改革が私学に与える影響 ②京都の中学・高校教
育の観点での公私協調・共通理解等

大 阪

①公私の役割分担 ②府立高等学校別募集人員の私学への早期開示
③府立・私立間の転学制度 ④公立高校別の財務状況詳細の開示 ⑤
公立高校撤退ルールの明示 ⑥公立クラス数設定の弾力化 ⑦総合学
科・普通科総合選択制の男女比率のアンバランス

兵 庫 阪神間（西宮市、芦屋市等）は、ここ数年間、国公立中学卒業者が増加
する地域であるため、私学としての生徒収容対策を早急に見直すこと

和歌山 併設型公立中高一貫校の今後の展望
鳥 取 県立高校の再募集

島 根

課題：定員設定率（募集定員÷高校志願者数推計値）が１００％を大き
く超え、年々、率が大きくなっている。
私学側の懸案事項：公立の裁量で定員を決定できる圏域の扱い。県立
の定時制高校が募集定員協議の対象外となっていること。

岡 山

①県内全日制高校の計画進学率と実績に乖離があるため、公私ともに
県内生徒募集定員の充足率や全日制高等学校進学率の改善等に向けた
努力を行うことが不可欠。 ②私立の県内中卒者における定員充足率
が低いため、公私比率が計画値である７０：３０となっていない。

広 島 ①県立中高一貫校の適性検査 ②進学設定率の算出 ③公立校の繰り
上げ合格

山 口

①平成２４年～２６年の３年間の公立高校全日制募集定員及び公私比率は
ほぼ確定。平成２７年度以降の検討が必要。 ②県内公私立高校への進
学率の向上対策 ③公立第二次募集の受験資格 ④公立高校の再編整
備計画

徳 島 私立入学定員の確保

香 川 公私比率３：１の数式に県外流入生が加味されていないこと。県教委
は私学側から提案があれは検討するとの回答を得ている。

福 岡

本県高等学校生徒は、「高等学校生徒受入長期計画（平成１７年度～２６
年度）」（平成１６年度策定）に基づき、公私協調の下、公立６割、私立
４割の収容比率で受け入れている。公私立高等学校連絡協議会では、
この受入比率については動かせない比率との認識で一致しているが、
懸案として、県立高校の定員割れの学校の補充募集の問題がある。入
学説明会間近に多くの入学予定者が県立に引き抜かれる結果となり、
予定していた学級編成や教員配置等に多大な影響を被る。このことは
毎年協議し、私学として問題提起しているが、県立も定員割れを最小
限にしなくてはならず、解決が難しい。県立昼間定時制の定員につい
てカウントするよう要望している。

佐 賀
公立の二次募集の、廃止を含め検討してもらうよう働きかけている
が、そのためには定員割れが生じない定員管理を行うことを県教委に
要望している。

長 崎

中学校卒業予定者が平成２５年４月には前年比４４７人減少する。２６年３
月には３３人増加するものの、その後は大幅な減少が予想され、その数
は今後５年間で１０９８人におよぶ。来年度は公立学校募集定員を２８０名
減じたが、２年後からの大幅な減少に対し検討が必要となる。

鹿児島
中学校卒業者数が平成３２年度までにかなりの数（平成２４年度対比▲
２，２２３名）が減少するにも関わらず、公立高校の中長期にわたる募集
定員削減計画が示されない。

沖 縄 ①適正な入学定員の設定 ②進学率の向上 ③空き定員の解消 ④特
色ある学校づくりを推進する入学者選抜制度
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昭
和
六
十
年
六
月
に
基
金
積
立

額
三
億
円
を
目
標
に
創
設
さ
れ
た

「
私
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
基
金
」
は
、

実
質
、
本
連
合
会
の
事
業
と
し
て
、

三
十
年
近
く
に
わ
た
り
災
害
を
被

っ
た
私
立
中
学
・
高
校
に
見
舞
金

を
贈
る
と
い
う
支
援
活
動
を
続
け

て
き
た
。
都
道
府
県
私
学
協
会
に

加
盟
し
、
か
つ
こ
の
事
業
の
趣
旨

に
賛
同
す
る
私
立
中
学
・
高
校
等

を
会
員
に
（
そ
の
ほ
か
に
協
力
会

員
あ
り
）、会
員
校
は
教
職
員
・
生

徒
一
人
当
た
り
十
円
の
会
費
、
ま

た
、
生
徒
会
活
動
や
ク
ラ
ブ
活
動

等
で
得
た
収
入
か
ら
拠
出
す
る
特

別
会
費
も
加
え
て
拠
出
さ
れ
た
基

金
を
原
資
に
救
援
活
動
が
行
わ
れ

て
き
た
。
私
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
基

金
は
、
天
災
等
で
大
き
な
被
害
を

受
け
た
私
立
中
学
高
校
に
、
全
国

の
私
立
中
学
高
校
・
生
徒
が
支
援

の
手
を
差
し
伸
べ
る
と
い
う
の
が

特
徴
で
、
そ
う
し
た
点
が
一
般
的

な
義
援
金
制
度
と
は
異
な
る
点
。

創
設
以
来
こ
れ
ま
で
に
は
、
阪

神
・
淡
路
大
震
災
で
壊
滅
的
な
被

害
を
受
け
た
多
く
の
私
立
中
学
高

校
に
見
舞
金
を
贈
呈
、
ま
た
、
平

成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
の
東
日

本
大
震
災
等
で
は
こ
れ
ま
で
に
例

の
な
い
ほ
ど
の
義
援
金
が
集
ま
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
四
十
一
都
道
府

県
、
七
百
九
十
三
校
の
関
係
者
に

二
億
円
（
平
成
二
十
四
年
三
月
末

現
在
）
を
上
回
る
見
舞
金
を
贈
る

こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
う
ち
約
一

億
五
千
万
円
は
、
家
屋
や
親
を
失

っ
た
生
徒
等
に
対
す
る
見
舞
金

で
、
個
人
に
対
す
る
義
援
金
の
贈

呈
は
東
日
本
大
震
災
が
初
め
て
ケ

ー
ス
と
な
っ
た
。

こ
う
し
た
震
災
対
応
等
の
経
験

を
踏
ま
え
て
、
よ
り
機
動
的
な
仕

組
み
と
す
る
た
め
、「
私
学
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
基
金
」
に
つ
い
て
こ
れ

ま
で
別
組
織
と
し
て
い
た
こ
と
を

改
め
、
本
連
合
会
の
一
事
業
と
し

て
位
置
付
け
、
基
金
の
残
余
財
産

を
本
連
合
会
の
特
別
会
計
と
し
て

引
き
継
い
だ
。
ま
た
、
十
一
月
十

三
日
か
ら
は
、
見
舞
金
の
支
払
い

等
の
事
項
に
つ
い
て
は
、
必
要
に

応
じ
て
定
例
の
運
営
役
員
会
で
審

議
し
、
常
任
理
事
会
の
議
を
経
て

決
定
す
る
こ
と
に
し
た
。

今
年
の
夏
に
も
集
中
豪
雨
に
よ

っ
て
体
育
館
二
階
ま
で
浸
水
し
た

私
立
中
学
・
高
校
も
で
て
お
り
、

全
国
の
私
学
関
係
者
が
拠
出
し
た

基
金
か
ら
の
見
舞
金
が
、
被
災
校

の
再
び
元
気
を
取
り
戻
す
手
助
け

と
な
っ
て
い
る
。

災
害
は
ど
の
地
域
に
も
起
こ
り

得
る
も
の
。
そ
れ
だ
け
に
本
連
合

会
で
は
、
互
助
精
神
に
基
づ
い
て

一
校
で
も
多
く
の
私
立
中
学
高
校

関
係
者
に
「
私
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

基
金
」
事
業
へ
の
協
力
を
呼
び
掛

け
て
い
る
。

愛
知
県
私
学
協
会
（
石
田
正
城

会
長
）
と
愛
知
県
私
立
中
学
高
等

学
校
保
護
者
会
連
合
会
（
早
川
直

樹
会
長
）
は
十
月
十
九
日
、
名
古

屋
市
・
名
古
屋
市
公
会
堂
で
、「
愛

知
県
私
学
振
興
推
進
大
会
」
を
開

催
し
た
。
後
援
は
日
本
私
立
小
学

校
中
学
校
高
等
学
校
保
護
者
会
連

合
会
。

会
場
に
は
、
私
学
に
子
ど
も
を

通
わ
せ
て
い
る
保
護
者
や
教
職
員

ら
約
二
千
人
が
出
席
し
た
。

石
田
会
長
の
あ
い
さ
つ
に
続
き

早
川
会
長
が
あ
い
さ
つ
し
、
同
県

の
財
政
状
況
が
厳
し
い
中
、
二
十

四
年
度
私
学
助
成
予
算
が
五
百
七

十
九
億
余
円
と
前
年
度
と
比
べ
て

一
〇
一
・
七
％
措
置
さ
れ
た
こ

と
、
同
県
の
授
業
料
軽
減
補
助
が

全
国
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
で
あ
る
こ
と

に
対
し
、
県
お
よ
び
県
議
会
に
感

謝
し
た
上
で
、
公
立
高
校
の
授
業

料
無
償
化
と
私
立
高
校
の
就
学
支

援
金
と
は
大
き
な
格
差
が
あ
る
と

強
調
し
、
さ
ら
な
る
授
業
料
軽
減

措
置
の
必
要
性
を
訴
え
た
。
ま

た
、
高
校
三
年
生
の
息
子
を
持
つ

鶴
田
香
也
乃
さ
ん
が
、
保
護
者
の

願
い
を
読
み
上
げ
、
保
護
者
の
経

済
的
負
担
を
軽
減
す
る
直
接
助
成

等
の
充
実
と
、
子
ど
も
た
ち
が
安

心
し
て
学
べ
る
環
境
の
整
備
、
お

よ
び
経
常
費
補
助
金
の
さ
ら
な
る

充
実
を
訴
え
た
。

和
歌
山
県
私
立
学
校
連
合
会

（
坂
本
順
一
会
長
）
は
十
月
十
七

日
、
和
歌
山
市
の
和
歌
山
市
民
会

館
で
「
第
四
十
六
回
和
歌
山
県
私

立
学
校
振
興
大
会
」
を
開
催
し

た
。
後
援
は
和
歌
山
県
。
こ
の
中

で
坂
本
会
長
は
「
今
後
と
も
私
学

で
学
ぶ
す
べ
て
の
子
ど
も
や
大
人

の
夢
や
希
望
の
実
現
に
向
け
て
全

力
で
取
り
組
む
」
と
述
べ
、
県
当

局
等
に
私
立
学
校
へ
の
一
層
の
支

援
を
要
請
し
た
。

大
会
で
は
、
①
「
教
育
基
本
法

第
八
条
の
主
旨
に
則
り
、
幼
稚
園

・
小
学
校
・
中
学
校
・
高
等
学
校

の
教
育
を
よ
り
振
興
す
る
た
め
の

助
成
」
②
「
技
術
革
新
の
急
速
な

進
歩
に
応
じ
て
、
私
立
専
修
学
校

・
各
種
学
校
の
教
育
施
設
を
改
善

整
備
す
る
た
め
の
助
成
」
③
「
就

園
・
就
学
に
要
す
る
教
育
費
の
保

護
者
負
担
の
軽
減
」
�
の
三
点
を

柱
と
す
る
決
議
を
採
択
し
た
。

ま
た
、
記
念
講
演
と
し
て
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
ジ
ェ
ン
ト
ル
ハ
ー
ト
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
理
事
の
武
田
さ
ち
子

さ
ん
が
「
あ
な
た
の
子
ど
も
の
心

と
命
を
守
れ
ま
す
か
！
」
と
題
し

講
演
、
い
じ
め
問
題
に
取
り
組
む

上
で
、
①
い
じ
め
が
重
大
な
人
権

侵
害
で
あ
る
こ
と
、
②
い
じ
め
の

芽
は
で
き
る
だ
け
小
さ
い
う
ち
に

摘
む
な
ど
、
十
カ
条
の
基
本
姿
勢

の
大
切
さ
等
を
力
説
し
た
。

私私
学学
ボボ
ララ
ンン
テテ
ィィ
アア
基基
金金
にに
ごご
協協
力力
をを

互
助
精
神
で
一
校
で
も

多
く
会
員
に

各各
地地
でで
私私
学学
振振
興興
大大
会会

各各
地地
でで
私私
学学
振振
興興
大大
会会

愛 知

さ
ら
な
る
授
業
料

軽
減
措
置
等
要
望

和歌山

教
育
費
の
保
護
者

負
担
軽
減
等
決
議
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山
梨
県
私
学
協
会
（
山
田
紀
彦

会
長
）
な
ど
県
内
私
学
団
体
が
十

月
十
三
日
、
山
梨
学
院
大
学
で「
二

〇
一
二
山
梨
私
学
の
つ
ど
い

私

学
振
興
大
会
」
を
横
内
正
明
知
事

を
招
い
て
開
催
し
た
。
こ
の
中
で

山
田
会
長
は
、
高
校
授
業
料
無
償

化
等
制
度
の
導
入
に
よ
り
公
立
高

校
の
授
業
料
が
無
償
化
さ
れ
私
立

高
校
と
の
格
差
が
さ
ら
に
拡
大
し

た
こ
と
な
ど
を
指
摘
し
た
上
で
、

「
今
後
は
、
大
学
、医
療
・
福
祉
、

産
業
等
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
皆
さ

ま
と
も
連
携
し
、
本
県
私
学
の
社

会
的
影
響
力
を
さ
ら
に
高
め
る
こ

と
に
よ
り
、
山
梨
県
の
学
校
教
育

の
発
展
・
向
上
に
な
お
一
層
寄
与

し
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
た
。
大

会
で
は
「
私
学
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

建
学
の
精
神
を
高
く
掲
げ
る
と
と

も
に
、
相
互
に
密
接
な
連
携
を
保

ち
、
新
し
い
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い

個
性
豊
か
な
教
育
を
推
進
し
、
本

県
公
教
育
の
発
展
に
寄
与
す
る
」

「
私
立
学
校
の
経
営
の
健
全
化
、

保
護
者
負
担
の
軽
減
及
び
教
育
諸

条
件
の
整
備
を
図
る
た
め
、
公
的

助
成
制
度
の
堅
持
、
大
幅
な
る
増

額
を
要
請
す
る
」「
園
児
・
児
童

・
生
徒
の
急
減
期
に
即
応
し
て
、

公
私
共
存
の
原
則
を
堅
持
し
、
適

切
か
つ
実
効
あ
る
施
策
の
展
開
を

図
る
」
な
ど
を
柱
と
す
る
決
議
を

採
択
し
た
。

「
千
葉
県
私
学
振
興
大
会
」
が

十
月
六
日
、
千
葉
市
の
幕
張
メ
ッ

セ
国
際
会
議
場
に
私
立
中
学
・
高

校
の
保
護
者
ら
約
千
六
百
五
十
人

を
集
め
開
か
れ
た
。
県
内
の
私
立

中
高
協
会
や
私
立
小
学
校
協
会
、

保
護
者
会
連
合
会
で
組
織
し
た
千

葉
県
私
学
振
興
大
会
実
行
委
員
会

が
主
催
し
た
も
の
。
冒
頭
、
主
催

者
を
代
表
し
て
あ
い
さ
つ
・
情
勢

報
告
を
し
た
大
羽
克
弘
・
千
葉
県

私
立
中
学
高
等
学
校
協
会
長
は
、

同
じ
会
場
で
九
月
二
十
三
日
に
開

催
し
た
「
千
葉
県
私
学
フ
ェ
ア
」

の
来
場
者
を
対
象
に
し
た
ア
ン
ケ

ー
ト
で
は
、
公
立
高
校
を
第
一
志

望
と
す
る
保
護
者
の
七
八
％
が
、

「
私
立
・
公
立
の
学
費
が
同
じ
程

度
な
ら
私
立
高
校
を
選
択
す
る
」

と
回
答
し
た
こ
と
な
ど
を
明
ら
か

に
し
、
私
立
高
校
の
教
育
理
念
や

教
育
内
容
、
進
学
実
績
等
が
県
民

か
ら
大
き
な
信
頼
を
得
て
い
る
こ

と
を
報
告
し
た
。
ま
た
、
県
の
私

学
助
成
は
、
森
田
健
作
知
事
就
任

以
降
、
増
額
が
図
ら
れ
て
い
る

が
、
私
立
高
校
へ
の
経
常
費
補
助

は
全
国
的
に
は
二
十
四
位
だ
と
し

て
、
森
田
知
事
、
県
選
出
の
国
会

議
員
、
県
議
会
議
員
等
に
私
学
へ

の
助
成
と
保
護
者
へ
の
補
助
充
実

を
訴
え
た
。
森
田
知
事
は
、
私
学

側
の
要
望
実
現
へ
今
後
も
頑
張
っ

て
い
く
考
え
を
明
ら
か
に
し
た
。

青
森
県
私
立
高
等
学
校
保
護
者

会
連
合
会
（
中
田
紀
人
会
長
）
は

十
月
十
日
、
青
森
県
・
弘
前
市
の

東
奥
義
塾
高
等
学
校
で
「
第
二
十

八
回
青
森
県
私
学
振
興
大
会
」
を

開
催
し
た
。
後
援
は
青
森
県
私
学

協
会
、
日
本
私
立
小
学
校
中
学
校

高
等
学
校
保
護
者
会
連
合
会
等
。

こ
の
中
で
中
田
会
長
は
、「
公

立
小
中
学
校
施
設
の
耐
震
化
は
全

て
公
費
で
賄
わ
れ
る
が
、
私
学
は

最
大
二
分
の
一
補
助
で
、
法
人
、

ひ
い
て
は
保
護
者
の
負
担
割
合
が

高
く
、
早
急
な
工
事
の
実
施
も
ま

ま
な
ら
な
い
。
子
ど
も
の
安
全
・

命
に
公
私
の
差
が
あ
っ
て
い
い
の

か
」
と
訴
え
た
。
ま
た
、
公
私
間

格
差
の
是
正
と
保
護
者
負
担
の
一

層
の
軽
減
を
要
請
し
た
。

大
会
で
は
、「
私
立
高
等
学
校
経

常
費
補
助
金
の
維
持
・
拡
充
を
要

請
す
る
」「
校
舎
等
新
増
改
築
事
業

に
対
す
る
特
別
助
成
の
早
期
実
現

を
推
進
す
る
」「
生
徒
減
少
期
に
入

っ
た
今
日
、
従
前
以
上
の
公
私
協

調
に
よ
る
安
定
的
収
容
を
図
り
、

特
別
補
助
制
度
の
創
設
を
推
進
す

る
」
�
�
の
三
点
を
決
議
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
大
会
開
催
前
に

は
、
五
所
川
原
第
一
高
校
の
生
徒

に
よ
る
三
味
線
の
演
奏
、
弘
前
学

院
聖
愛
高
校
と
東
奥
義
塾
高
校
生

に
よ
る
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
の
発

表
が
行
わ
れ
た
。

三
重
県
私
学
総
連
合
会
（
宗
村

南
男
会
長
）
は
十
月
六
日
、
津
市

の
三
重
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
で

「
第
四
十
八
回
三
重
県
私
学
大

会
」
を
開
催
し
た
。
私
立
学
校
生

の
保
護
者
や
教
職
員
ら
約
三
百
七

十
人
が
出
席
し
た
。

こ
の
中
で
宗
村
会
長
は
、「
子

育
て
や
教
育
は
未
来
へ
の
先
行
投

資
と
し
て
社
会
全
体
が
支
え
る
と

い
う
理
念
の
下
、（
私
学
は
）
人

間
教
育
に
徹
し
、
新
し
い
時
代
を

切
り
拓
く
人
材
教
育
に
努
め
て
い

る
も
の
の
、
私
立
学
校
と
、
私
立

学
校
に
子
ど
も
を
学
ば
せ
る
保
護

者
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
さ
を

増
し
て
い
る
」
と
述
べ
、
県
議
会

議
員
ら
に
私
立
学
校
へ
の
一
層
の

支
援
を
要
請
し
た
。
こ
れ
に
対
し

て
鈴
木
英
敬
知
事
は
、
私
立
学
校

の
建
学
の
精
神
に
基
づ
く
特
色
あ

る
教
育
活
動
を
高
く
評
価
し
て
い

る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も

に
、「
県
と
し
て
も
私
立
学
校
の
果

た
す
役
割
を
踏
ま
え
、そ
の
振
興
、

発
展
に
努
力
す
る
」
と
語
っ
た
。

最
後
に
大
会
で
は
、「
教
育
基
本

法
に
基
づ
く
私
立
学
校
振
興
の
た

め
の
助
成
の
充
実
」「
教
育
費
の

公
私
間
格
差
の
是
正
と
保
護
者
の

経
済
的
負
担
の
軽
減
」「
私
学
に
対

す
る
国
庫
補
助
制
度
の
堅
持
と
拡

充
」
な
ど
四
点
の
決
議
を
大
会
出

席
者
の
総
意
と
し
て
採
択
し
た
。

各各
地地
でで
私私
学学
振振
興興
大大
会会

各各
地地
でで
私私
学学
振振
興興
大大
会会

山 梨

県
内
私
学
団
体
が

私
学
の
集
い
開
催

千 葉

高
い
私
学
志
向
が

調
査
結
果
で
判
明

青 森

公
私
間
格
差
是
正

保
護
者
負
担
軽
減

要
請

三 重

鈴
木
知
事
が
私
学

振
興
努
力
を
表
明
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中央教育審議会・

高等学校教育部会�
審
議
経
過
�の
骨
子
案
検
討

共
通
テ
ス
ト
実
施
な
ど

が
焦
点
に

中
央
教
育
審
議
会
初
等
中
等
教

育
分
科
会
高
等
学
校
教
育
部
会
の

第
十
六
回
部
会
が
十
二
月
十
七

日
、
文
部
科
学
省
で
開
か
れ
、
現

在
の
第
十
六
期
中
教
審
の
任
期
切

れ
を
前
に
、「
審
議
経
過
」
の
骨

子
案
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
骨
子

案
は
七
ペ
ー
ジ
。
高
校
教
育
の「
コ

ア
」
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
考
え

方
や
、
高
校
教
育
の
質
保
証
に
向

け
た
評
価
の
仕
組
み
に
つ
い
て
記

述
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
審
議
で

は
、
大
学
関
係
の
委
員
を
中
心
に

高
校
教
育
の
質
保
証
等
の
観
点
か

ら
、
高
校
生
の
学
力
を
測
る
「
共

通
テ
ス
ト
」
の
実
施
を
強
く
求
め

る
意
見
が
出
さ
れ
て
き
た
が
、
こ

の
日
の
議
論
で
は
共
通
テ
ス
ト
実

施
論
先
行
に
疑
問
を
投
げ
か
け
る

意
見
が
複
数
聞
か
れ
る
一
方
、
安

彦
忠
彦
副
部
会
長
は
、「
大
学
関

係
者
や
産
業
界
か
ら
は
高
校
教
育

に
つ
い
て
よ
く
や
っ
て
い
る
と
い

う
声
よ
り
不
信
感
の
声
の
方
が
大

き
い
。
共
通
テ
ス
ト
は
社
会
的
不

信
感
を
払
拭
す
る
手
段
の
一
つ
」

と
、
ま
た
金
子
元
久
・
筑
波
大
学

研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
は
、「
高
校

生
に
学
習
の
習
慣
が
で
き
て
い
な

い
の
が
問
題
」
と
語
り
、
共
通
テ

ス
ト
の
必
要
性
を
強
調
し
た
。

骨
子
案
で
は
共
通
テ
ス
ト
に
つ

い
て
、「
共
通
に
目
指
す
べ
き
到

達
目
標
の
明
確
化
を
図
る
と
と
も

に
、
そ
の
到
達
度
を
把
握
す
る
共

通
的
な
調
査
の
仕
組
み
を
設
け
、

全
国
の
高
校
、
全
て
の
高
校
生
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
希
望
に
応
じ
て
、
こ

の
調
査
の
機
会
に
ア
ク
セ
ス
で
き

る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る

と
こ
ろ
」
と
の
記
述
ぶ
り
に
な
っ

て
お
り
、
小
川
正
人
部
会
長
も
、

「
全
て
の
生
徒
を
対
象
に
強
制
的

に（
行
う
も
の
）で
は
な
い
。
任
意

と
す
る
。
一
定
層
を
対
象
に
基
礎

的
な
能
力
を
確
認
す
る
。
結
果
を

学
習
指
導
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
で

き
る
よ
う
に
し
た
い
」
と
語
っ
た

が
、
な
お
詳
細
は
不
明
。
一
月
二

十
九
日
の
次
回
部
会
で
共
通
テ
ス

ト
等
に
つ
い
て
意
見
集
約
す
る
。

中
央
教
育
審
議
会
の
高
大
接
続

特
別
部
会
は
、
十
二
月
十
七
日
、

文
部
科
学
省
で
第
四
回
会
合
を
開

き
、
Ａ
Ｏ
入
試
に
関
し
て
岡
山
大

学
と
愛
知
淑
徳
大
学
か
ら
実
情
等

を
聴
取
し
、
そ
の
功
罪
等
に
つ
い

て
審
議
し
た
。
岡
山
大
学
か
ら

は
、
入
学
時
に
は
Ａ
Ｏ
入
学
者
は

一
般
入
試
入
学
者
よ
り
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ

Ｃ
�
Ｉ
Ｐ
の
ス
コ
ア
が
低
い
傾
向

に
あ
る
が
、
卒
業
時
に
は
両
者
間

に
有
意
差
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
な

ど
が
説
明
さ
れ
た
。

そ
の
後
委
員
か
ら
は
、「
Ａ
Ｏ
入

試
に
学
力
要
件
を
課
す
べ
き
。
高

卒
テ
ス
ト
や
大
学
で
学
ぶ
力
を
測

る
テ
ス
ト
等
が
考
え
ら
れ
る
」
と

の
意
見
や
、「
大
学
入
試
で
高
校

か
ら
調
査
書
の
ほ
か
学
習
指
導
要

録
を
送
る
よ
う
に
す
べ
き
だ
」
と

の
意
見
が
聞
か
れ
た
。
さ
ら
に
高

校
関
係
の
委
員
か
ら
は
、「
セ
ン

タ
ー
試
験
の
実
施
時
期
を
早
め
、

（
受
験
生
が
）
自
己
採
点
で
き
る

よ
う
結
果
を
返
し
て
ほ
し
い
。
せ

め
て
各
問
の
配
点
を
教
え
て
ほ
し

い
」
と
の
意
見
も
聞
か
れ
た
。

文
部
科
学
省
の
「
学
校
法
人
会

計
基
準
の
在
り
方
に
関
す
る
検
討

会
」
は
、
こ
の
ほ
ど
第
七
回
会
合

を
開
き
、「
報
告
書
（
素
案
）」
を

取
り
ま
と
め
た
。
同
省
は
年
明
け

一
月
十
五
日
ま
で
の
予
定
で
素
案

に
対
す
る
意
見
募
集
を
行
っ
て
い

る
。
第
八
回
会
合
を
経
て
、
学
校

法
人
会
計
基
準
（
省
令
）
改
正
案

を
作
成
、
パ
ブ
コ
メ
を
経
て
、
三

月
末
ま
で
に
改
正
の
予
定
。

今
回
の
改
正
は
、
学
校
法
人
の

一
層
の
説
明
責
任
、
経
営
者
の
適

切
な
経
営
判
断
に
資
す
る
こ
と
が

目
的
で
、
基
本
金
に
つ
い
て
対
応

す
る
特
定
資
産
や
運
用
収
入
を
明

確
化
す
る
、
消
費
収
支
計
算
書
に

関
し
て
、
毎
期
の
収
支
バ
ラ
ン
ス

を
判
断
で
き
る
よ
う
、
現
行
の
基

本
金
組
入
後
の
収
支
差
額
に
加
え

て
、
基
本
金
組
入
前
の
収
支
差
額

を
表
示
す
る
な
ど
の
ほ
か
、
計
算

書
類
の
様
式
等
も
大
き
く
変
更
す

る
。
実
施
は
二
十
七
年
四
月
か

ら
。
知
事
所
管
法
人
（
高
校
法
人

等
）
に
つ
い
て
は
、
遅
く
と
も
二

十
八
年
四
月
ま
で
の
実
施
。

中
央
教
育
審
議
会
の
教
育
振
興

基
本
計
画
部
会
は
十
一
月
十
六

日
、
文
部
科
学
省
内
で
第
二
十
三

回
会
合
を
開
き
、
教
育
投
資
の
在

り
方
に
つ
い
て
議
論
し
た
。
同
部

会
は
現
在
、
二
期
目
（
平
成
二
十

五
�
二
十
九
年
度
）
の
「
教
育
振

興
基
本
計
画
」
案
を
検
討
し
て
お

り
、
近
く
答
申
を
ま
と
め
る
予
定
。

同
省
は
教
育
投
資
に
関
し
て
は
、

喫
緊
の
課
題
で
あ
る
①
協
働
型
・

双
方
向
型
学
習
な
ど
質
の
高
い
教

育
を
実
現
す
る
環
境
の
構
築
、
②

家
計
に
お
け
る
教
育
費
負
担
の
軽

減
、
③
安
全
・
安
心
な
教
育
研
究

環
境
の
構
築
（
学
校
施
設
の
耐
震

化
な
ど
）
を
中
心
に
充
実
を
図
る

方
針
案
を
提
示
。
具
体
的
に
は
、

き
め
細
か
で
質
の
高
い
教
育
の
実

現
に
向
け
、
教
員
の
資
質
能
力
の

向
上
と
教
職
員
や
専
門
的
・
支
援

的
ス
タ
ッ
フ
の
体
制
の
整
備
、
低

所
得
者
層
の
家
計
負
担
軽
減
に
向

け
た
環
境
整
備
を
論
点
と
し
て
い

る
。
私
立
学
校
施
設
の
耐
震
化
に

関
し
て
は
国
公
立
学
校
の
状
況
を

勘
案
し
つ
つ
推
進
す
る
方
針
。

ＡＯ入試の
�功罪�等議論
中教審高大接続
特別部会開く

学校法人会計
基準大幅改正へ
文科省の検討会
素案をまとめる

教育投資の在
り方など議論
中教審・教育振
興基本計画部会
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秋
の
叙
勲
等

私
立
中
高
で
８
人
受
章

平
成
２４
年
度

教
育
者
表
彰

私
立
中
高
関
係
は
５
人

政
府
は
十
一
月
三
日
付
で
、
平

成
二
十
四
年
秋
の
叙
勲
及
び
褒
章

受
章
者
を
発
令
し
た
。
こ
の
う
ち

私
立
中
学
高
校
関
係
受
章
者
（
文

部
科
学
省
関
係
）
は
次
の
各
氏
。

（
旭
日
小
綬
章
）

▽
岡
本
肇
・
静
岡
西
遠
女
子
学

園
理
事
長

（
瑞
宝
小
綬
章
）

▽
川
上
清
司
・
元
尚
絅
中
学
高

校
長
▽
岡
本
平
・
元
追
手
門
学
院

中
学
高
校
長

（
瑞
宝
双
光
章
）

▽
十
文
字
道
夫
・
元
清
真
学
園

中
学
高
校
長

（
藍
綬
褒
章
）

▽
福
中
儀
明
・
千
葉
明
徳
学
園

理
事
長
▽
谷
岡
一
郎
・
谷
岡
学
園

理
事
長
▽
関
﨑
悦
子
・
桐
丘
学
園

理
事
長
▽
正
村
幸
雄
・
鹿
児
島
学

園
理
事
長

文
部
科
学
省
は
十
一
月
二
十
七

日
、
都
内
の
国
立
劇
場
で
平
成
二

十
四
年
度
の
教
育
者
表
彰
式
を
行

っ
た
。

同
省
の
教
育
者
表
彰
は
、
高
校

以
下
の
学
校
教
育
の
振
興
に
特
に

功
績
顕
著
な
教
育
者
の
功
労
を
た

た
え
、
表
彰
す
る
も
の
で
、
今
年

度
は
国
公
私
立
学
校
関
係
者
を
合

わ
せ
て
百
五
十
四
人
（
国
立
四

人
、
公
立
百
三
十
八
人
、
私
立
十

二
人
）
が
表
彰
を
受
け
た
。
こ
の

う
ち
私
立
中
学
高
校
関
係
の
被
表

彰
者
は
次
の
各
氏
。

◇

▽
木
村
健
児
・
岐
阜
東
中
学
校

・
高
校
長
▽
長
谷
川
信
孝
・
学
校

法
人
享
栄
学
園
学
園
長
▽
垂
髪
隆

一
・
三
重
高
校
長
▽
加
藤
�
二
・

京
都
芸
術
高
校
長
▽
光
富
祥
・
太

平
洋
学
園
高
校
長

文
部
科
学
省
は
十
一
月
二
十
六

日
、
平
成
二
十
四
年
度
版
の
「
高

等
学
校
教
育
の
改
革
に
関
す
る
推

進
状
況
」
を
公
表
し
た
。
報
告
に

よ
る
と
、
学
教
法
施
行
規
則
に
基

づ
く
中
高
一
貫
教
育
校
は
、
二
十

三
年
度
と
比
べ
二
十
一
校
増
え
、

国
公
私
立
を
合
わ
せ
て
全
国
で
四

百
四
十
一
校
と
な
っ
た
。
近
年
の

新
設
校
は
「
併
設
型
」
が
中
心
。

二
十
四
年
度
新
設
の
公
立
一
貫
校

で
は
、
既
設
の
高
校
に
県
立
の
中

学
校
を
併
設
す
る
タ
イ
プ
の
ほ

か
、
大
都
市
で
は
な
い
地
域
で
地

域
性
を
テ
ー
マ
に
中
学
校
と
高
校

が
連
携
す
る
一
貫
校
の
新
設
が
目

立
つ
。
二
十
五
年
度
以
降
も
設
置

計
画
が
あ
り
、
公
立
で
は
二
十
八

年
度
ま
で
に
七
校
が
新
設
の
予

定
。
七
校
の
設
置
予
定
者
（
設
置

場
所
）
は
、
▽
山
形
県（
東
根
市
）

▽
茨
城
県
（
古
河
市
）
▽
千
葉
県

（
柏
市
）
▽
長
野
県
（
諏
訪
市
）

▽
長
崎
県
・
西
海
市
（
西
海
市
）

▽
札
幌
市
▽
川
崎
市
。
学
校
の
特

色
は
、
高
い
学
力
と
豊
か
な
人
間

性
を
兼
ね
備
え
た
時
代
の
リ
ー
ダ

ー
の
育
成
、
国
際
都
市
の
未
来
を

リ
ー
ド
す
る
人
材
の
育
成
な
ど
リ

ー
ダ
ー
育
成
を
目
指
し
た
学
校
が

目
立
つ
。

私
立
は
二
十
七
年
度
ま
で
に
十

二
校
が
設
置
予
定
。
全
て
併
設
型
。

既
設
の
高
校
に
中
学
校
を
新
設
す

る
タ
イ
プ
と
、
既
設
で
併
設
型
の

届
け
出
を
す
る
タ
イ
プ
が
あ
る
。

全
国
私
立
高
等
学
校
定
時
制
連

絡
協
議
会
は
衆
議
院
解
散
直
後
の

十
一
月
二
十
日
、
東
京
・
市
ヶ
谷

の
私
学
会
館
で
研
究
協
議
会
と
教

育
懇
談
会
を
開
催
し
た
。
研
究
協

議
会
終
了
後
に
行
わ
れ
た
教
育
懇

談
会
に
は
、
鈴
木
寛
・
参
議
院
議

員（
前
文
部
科
学
副
大
臣
）や
、
そ

の
後
文
部
科
学
大
臣
に
就
任
し
た

自
由
民
主
党
の
下
村
博
文
・
前
衆

議
院
議
員（
当
時
）、
礒
崎
陽
輔
・

参
議
院
議
員
（
文
教
科
学
委
員
長
、

当
時
）、
公
明
党
か
ら
は
富
田
茂

之
・
前
衆
議
院
議
員
（
当
時
）
ら

が
出
席
し
た
。
こ
の
う
ち
磯
崎
議

員
は
、「
定
時
制
の
生
徒
は
い
ろ

い
ろ
な
事
情
の
中
で
も
勉
強
し
た

い
と
学
校
に
来
て
い
る
。
立
派
な

生
徒
だ
」
と
、
ま
た
、
鈴
木
議
員

は
、「
こ
の
時
期
の
学
び
が
（
そ
の

後
の
）
人
生
を
決
め
る
。
与
野
党

を
超
え
て
（
定
時
制
教
育
の
振
興

に
）
頑
張
っ
て
い
き
た
い
」
と
語

っ
た
。
下
村
前
議
員
は
、「
形
骸
化

し
て
い
る
教
育
委
員
会
制
度
を
含

め
て
し
っ
か
り
教
育
を
立
て
直
し

て
い
き
た
い
。
定
時
制
教
育
に
つ

い
て
も
も
っ
と
活
性
化
を
図
っ
て

い
き
た
い
」
と
語
っ
た
。
富
田
前

議
員
は
、「
高
校
無
償
化
で
定
時

制
生
徒
を
含
む
二
十
七
万
人
の
子

ど
も
が
逆
に
負
担
増
に
な
っ
た
。

負
担
増
世
帯
を
な
く
す
政
策
に
取

り
組
ん
で
い
く
」
と
語
っ
た
。

全私定協が教育懇談会

中高一貫教育校
全国で４４１校に
文科省が２４年度改革
推 進 状 況 を 公 表

国
会
議
員
ら
が
出
席

定
時
制
応
援
へ

の

努
力
表
明

懇談会であいさつする下村博文氏
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私
立
学
校
専
門
研
修
会
・
次
世

代
リ
ー
ダ
ー
育
成
部
会
が
１１
月
２

日
、
福
岡
・
ホ
テ
ル
ク
リ
オ
コ
ー

ト
博
多
で
開
催
さ
れ
た
。

私
立
学
校
の
未
来
を
担
う
次
世

代
リ
ー
ダ
ー
（
理
事
長
・
校
長

等
）
の
育
成
を
目
指
す
同
部
会
に

は
次
世
代
リ
ー
ダ
ー
を
は
じ
め
新

任
リ
ー
ダ
ー
、
次
世
代
リ
ー
ダ
ー

を
育
成
す
る
現
職
リ
ー
ダ
ー
等
４１

名
が
参
加
し
た
。
こ
の
中
で
全
国

私
学
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
日
私
教

研
の
吉
田
晋
理
事
長
並
び
に
地
方

私
学
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
地
元
福

岡
県
私
学
協
会
の
新
田
光
之
助
会

長
は
次
世
代
リ
ー
ダ
ー
へ
の
期
待

と
積
極
的
な
関
係
者
間
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
や
私
学
全
体
の
底

上
げ
の
必
要
性
を
力
説
し
た
。
ま

た
、
東
京
私
学
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ

る
八
雲
学
園
中
学
高
等
学
校
理
事

長
・
校
長
の
近
藤
彰
郎
氏
が
「
私

立
学
校
の
リ
ー
ダ
ー
に
望
む
こ

と
」
と
題
し
、
私
学
団
体
の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
の
経
験
を
中
心
に
理

事
会
・
保
護
者
・
行
政
対
応
な
ど

私
立
学
校
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
取

る
べ
き
行
動
に
つ
い
て
語
っ
た
。

更
に
、
躍
進
目
覚
ま
し
い
地
方
私

学
の
実
情
を
把
握
す
る
た
め
、
学

校
法
人
東
福
岡
学
園
・
東
福
岡
高

等
学
校
を
訪
れ
、
大
学
現
役
合
格

率
９４
％
を
誇
る
進
学
教
育
や
全
国

の
舞
台
で
活
躍
す
る
運
動
部
、
最

新
の
教
育
環
境
な
ど
を
視
察
し

た
。
同
校
ラ
ク
ビ
ー
部
は
全
国
屈

指
の
強
豪
チ
ー
ム
で
、
そ
の
指
導

に
当
た
っ
て
い
る
谷
崎
重
幸
氏

（
前
監
督
・
現
統
括
）
は
「
チ
ー

ム
づ
く
り
は
人
づ
く
り
」
と
題
し

た
講
演
の
中
で
、
３０
年
に
わ
た
る

監
督
生
活
で
同
部
を
日
本
一
に
導

く
こ
と
が
で
き
た
の
は
ト
ッ
プ
ダ

ウ
ン
の
指
導
か
ら
生
徒
の
自
主
性

を
重
ん
じ
る
指
導
へ
と
転
換
し
た

こ
と
に
あ
り
、
人
材
育
成
に
お
い

て
は
指
導
者
の
意
識
改
革
が
重
要

だ
と
し
た
。
関
係
者
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
づ
く
り
に
資
す
る
た
め
、
希

望
者
に
よ
る
教
育
懇
談
会
も
開
催

さ
れ
情
報
・
意
見
交
換
が
活
発
に

行
わ
れ
た
。

私

立

学

校

初
任
者
研
修

地
区
運
営
委
員
全
国
会
議
を
開
催

１２
月
１１
日
、
私
学
会
館
で
本
年

度
私
立
学
校
初
任
者
研
修
地
区
運

営
委
員
全
国
会
議
が
開
催
さ
れ

た
。
会
議
で
は
研
究
員
か
ら
初
任

者
研
修
及
び
１０
年
経
験
者
研
修
事

業
の
実
施
状
況
報
告
と
、
初
任
者

研
修
等
事
業
運
営
委
員
か
ら
視
察

報
告
が
行
わ
れ
た
。

初
任
者
研
修
に
は
計
１
６
１
８

名
が
参
加
。
私
学
人
と
し
て
基
礎

的
素
養
、
生
徒
指
導
、
学
習
指
導

な
ど
中
身
の
濃
い
研
修
内
容
が
高

く
評
価
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
各
地

区
に
分
か
れ
２５
年
度
の
企
画
運
営

に
つ
い
て
協
議
が
な
さ
れ
た
。

教
師
の

た
め
の

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
研
修
会
開
催
中

本
年
度
文
部
科
学
省
初
等
中
等

教
育
局
よ
り
委
託
を
受
け
、
復
興

教
育
支
援
事
業
の
一
環
と
し
て
、

被
災
地
周
辺
の
希
望
校
に
訪
問
形

式
の
研
修
会
を
１１
月
か
ら
来
年
１

月
ま
で
開
催
中
。
学
校
に
講
師
を

派
遣
し
、
全
教
職
員
を
対
象
に
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
手
法
や
心
の
ケ

ア
に
つ
い
て
講
義
や
実
習
を
行
っ

て
お
り
、
全
員
が
共
通
認
識
の
下

に
学
校
で
起
こ
る
様
々
な
事
例
に

取
り
組
め
る
と
好
評
で
あ
る
。

２５
年

度
の
委
託
研
究
員
募
集
中

来
年
度
委
託
研
究
員
を
約
３０
名

募
集
し
て
い
る
。
対
象
は
私
学
教

育
の
充
実
発
展
の
た
め
実
践
研
究

す
る
私
立
中
学
校
・
高
等
学
校
・

中
等
教
育
学
校
及
び
中
等
教
育
関

連
テ
ー
マ
を
扱
う
私
立
小
学
校
の

教
職
員
。
特
定
研
究
テ
ー
マ
「
防

災
安
全
教
育
・
危
機
管
理
」「
新

し
い
学
習
指
導
要
領
へ
の
対
応
と

実
践
」「
生
徒
理

解
・
生

徒

指

導
」「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
し

た
学
校
教
育
」を
優
先
的
に
募
集
、

研
究
員
に
は
研
究
費
を
支
給
、
応

募
締
切
は
２５
年
２
月
１５
日
。

一
般
財
団
法
人
日
本
私
学
教
育

研
究
所
の
中
核
的
な
事
業
で
あ
る

研
究
・
研
修
事
業
の
内
容
を
審
議

す
る
「
研
究
・
研
修
統
轄
会
議
」

の
６
回
目
の
会
合
は
１２
月
３
日
に

開
催
予
定
だ
っ
た
が
、
政
治
情
勢

等
諸
般
の
都
合
に
よ
り
開
催
を
見

送
り
書
面
に
よ
る
議
案
表
決
に
変

更
さ
れ
た
。
議
案
は
平
成
２４
年
度

の
一
般
研
修
事
業
の
総
括
と
研
究

等
事
業
の
経
過
報
告
で
、
い
ず
れ

も
承
認
さ
れ
た
。

統
轄
会
議
は
所
長
直
轄
の
組
織

で
、
日
私
教
研
の
中
核
的
な
事
業

で
あ
る
研
究
・
研
修
事
業
全
体
を

統
轄
し
、
来
年
２
月
に
は
次
年
度

の
当
該
事
業
の
基
本
方
針
等
を
策

定
す
る
。

構
成
員
は
、
所
長
を
議
長
に
一

般
研
修
会
を
所
管
す
る
各
専
門
委

員
会
の
委
員
長
及
び
副
委
員
長
、

所
長
の
指
名
し
た
理
事
、
研
究
等

事
業
を
所
管
す
る
私
立
学
校
初
任

者
研
修
等
事
業
検
討
委
員
長
、
事

務
局
長
。
加
え
て
理
事
長
、
副
理

事
長
が
参
加
す
る
。
定
例
会
は
１１

月
と
２
月
に
開
催
さ
れ
る
。

２５
年
３
月

委
託
研
究
員
研
究
報
告
会

本
年
度
委
託
研
究
員
に
よ
る
研

究
報
告
会
が
来
年
３
月
９
日
・
１６

日
の
２
回
に
分
け
て
開
催
さ
れ

る
。
キ
ャ
リ
ア
教
育
、高
大
連
携
、

震
災
対
応
、
言
語
教
育
な
ど
多
く

の
中
等
教
育
に
関
す
る
テ
ー
マ
で

発
表
す
る
。私
学
関
係
者
は
、聴
講

無
料
・
先
約
順
で
受
け
付
け
る
。

応
募
要
項
・
申
込
書
は
日
私
教

研
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
で
き
る
。

第
６
回
研
究
・

研
修
統
轄
会
議

書
面
で
研
修
等
事
業
総
括
な
ど
承
認

次
世
代
リ
ー
ダ
ー

育
成
部
会
開
催

躍
進
目
覚
ま
し
い
私
学
視
察

日
私
教
研
だ
よ
り

近藤彰郎理事長・校長

（８）平成２４年１２月３１日私 学 時 報（第三種郵便物認可）第１２１７号


